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ラグビーワールドカップ 2019™の開催結果について 
 

 
１ 大会基本情報について                                      

(1) 大会開催実績  
  ア 試合開催数 45 試合 ※台風により３試合中止 
  イ 観客動員数 合計 1,704,443 人（１試合平均 37,877 人） 

（前回大会：2,477,805 人（1 試合平均 51,621 人）※全 48 試合） 
  ウ ファンゾーン 12 都市 16 会場（合計約 1,137,000 人、過去最高） 
   （前回大会：15 会場 合計約 1,000,000 人） 

エ 優勝国 南アフリカ（日本はプール戦全勝、ベスト８初進出） 
(2) 横浜での試合開催実績 
ア 試合開催数 プール戦３試合、準決勝２試合、決勝の合計６試合（台風により１試合中止） 

  イ  観客動員数 合計 401,742 人（１試合平均 66,957 人、大会全体の約 23.5%） 
    →決勝は横浜国際総合競技場の最多入場数（70,103 人）。（２位：2002FIFA W 杯決勝 69,029 人） 

 日付 試合 観客数 競技場記録 

１ 9 月 21 日（土） ニュージーランド v 南アフリカ 63,649 人  

２ 9 月 22 日（日） アイルランド v スコットランド 63,731 人  

 10 月 12 日（土） イングランド v フランス 台風により中止  

３ 10 月 13 日（日） 日本 v スコットランド 67,666 人  

４ 10 月 26 日（土） ニュージーランド v イングランド 68,843 人 歴代３位 

５ 10 月 27 日（日） ウェールズ v 南アフリカ 67,750 人  

６ 11 月２日（土） イングランド v 南アフリカ 70,103 人 歴代１位 

 合計  401,742 人  
(3) チケット販売 

販売可能席約 185.3万枚のうち、約 184万枚を販売（販売率：約 99.3％、中止の３試合を含む） 
 過去最高の販売率を記録（前回大会 98％） 
 

２ 大会運営について                                           
(1) 仮設整備 

  ア ホスピタリティ施設や、記者席・実況席の増設、コーチボックス等を仮設で整備。 
  イ 大会基準の競技フィールドとするための天然芝による拡張、テレビ放映に対応するため外周トラ

ック部分へ人工芝を敷設。 
 
 
 
 
 
 
 
 

実況席 

盛り上がる「日本ⅴスコットランド戦」

  

      

市民・文化観光・消防委員会 
令 和 元 年 1 2 月 1 7 日 
市 民 局 

ホスピタリティ施設(TGP ラウンジ) 大会基準の競技フィールド 
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(2) 開催都市大会運営本部 
試合開催日に競技場外での交通輸送、警備などの業務を運営する開催都市大会運営本部をセブン＆

アイ・ホールディングス伊藤研修センターに設置。組織委員会と連携し大会運営を実施。（体制：総務
班、交通輸送警備班、ボランティア班、イベント班、ファンゾーン運営本部、医療救護班、危機管理班） 

(3) 交通輸送 
 組織委員会や交通事業者、県警等と連携し、鉄道・バスの増便や交通規制を実施。また、ボランティ
アによる歩行者動線での案内誘導のほか、競技場やファンゾーンの最寄り駅へ案内デスクを設置し、観
客を円滑に案内。 

(4) 警備 
 雑踏整理、巡回警備等を実施するため、試合開始 6 時間前からラストマイル上に約 200 人の警備ス
タッフを配置。組織委員会及び警察と連携した一体的な警備を行い、観客等の安全を確保。 

 (5) ボランティア 
大会期間中、約 1,500 人のボランティアが、競技場やラストマイル上での案内誘導、市内６か所の案

内デスク・ファンゾーン内での問合せ対応や写真撮影のサポートなどを行い、観客をおもてなしした。 
 (6) 権利保護 

 組織委員会との開催基本契約に基づき、試合会場の商業的表示の遮蔽作業を実施。また、関係機関と
共に路上でのチケット転売・無許可販売や違反広告等の防止に向けた巡視指導を実施。 

(7) 危機管理・医療救護 
     試合、関連イベントなど大会に関連する危機事案への迅速的確な対応を行うために危機管理体制を 

確立。場内外に救護所を設置（場内：４か所、場外：１か所）し、来場者及び大会関係者等の安全を 
確保（救護所利用者：72 人、救急出場件数：16 件）。 
 
 

   
 
 

 
 
 
３ ファンゾーンについて                                      

(1) 開催概要 
ア 開催日数 13 日 ※10 月 12 日及び 13 日は台風の影響により中止。 

  イ 来場者数 合計 153,700 人、一日平均 11,823 人 
ウ  マスメディア露出（11/11 現在） 528 件（TV28 件、新聞 76 件、雑誌２件、WEB422 件） 

  エ ケータリング 出店ブース 34 件（売上合計：133,907,701 円） 
 
 
 
 
 
 
 

警備員による通行路確保 案内デスク ボランティアによるおもてなし 

臨港パークのファンゾーンには延べ 15万人以上が来場。ステージコンテンツやファン同士の交流を楽しんだ。 
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【神奈川・横浜ファンゾーン】 
 開催日 時間 入場者数  
１ 9 月 20 日（金） 17:00-22:00 8,800 人 日本戦 
２ 9 月 21 日（土） 12:00-21:30 16,800 人 横浜開催試合 
３ 9 月 22 日（日） 12:00-22:00 13,500 人 横浜開催試合 
４ 9 月 28 日（土） 12:00-21:30 14,400 人(入場規制有) 日本戦 
５ 9 月 29 日（日） 12:00-19:30 6,800 人  
６ 10 月 5 日（土） 12:00-22:00 16,000 人(入場規制有) 日本戦 
７ 10 月 6 日（日） 12:00-19:30 6,600 人  
８ 10 月 19 日（土） 12:00-22:00 6,900 人  
９ 10 月 20 日（日） 12:00-22:00 16,700 人(入場規制有) 日本戦 
10 10 月 26 日（土） 12:00-19:30 13,700 人 横浜開催試合 
11 10 月 27 日（日） 12:00-20:30 11,100 人 横浜開催試合 
12 11 月 1 日（金） 16:00-20:30 4,800 人  
13 11 月 2 日（土） 12:00-21:00 17,600 人(入場規制有) 横浜開催試合 

 合計  153,700 人  
 
４ 大会期間中の賑わい創出等について                                        
 (1) 都心臨海部 
  ア 桜木町、関内等でシティドレッシングを実施（8/20～11/2）。 

イ 桜木町駅前広場に大型モニュメント”Big Try”設置（9/19～11/2）。 
  ウ 新横浜及びファンゾーンを起点とし、中華街と野毛を降車地とした都心臨海部 

への片道シャトルバスを運行、来訪者の周遊観光を促進。【文化観光局】 
運行便数：合計 100 便、乗車人数：合計 2,913 人（定員：4,545 人） 

 (2) 新横浜エリア 
ア 各駅から競技場までの観客動線を中心にシティドレッシングを実施。 
イ 「花と緑にあふれる環境先進都市」横浜として、季節の花による華やかさ 
 と賑わいの創出、レインガーデンの整備、緑を活かした暑さ対策等を実施。【環境創造局】 
ウ 清掃美化、手荷物預かり、トイレ、キャッシュレスなどのサービス充実。【資源循環局・市民局】 
エ おもてなしイベントとして、「横浜ラグビーフェスタ 2019」（５日開催、来場者延べ 75,500人）や 
「こづくえマルシェ」（４日間開催、来場者延べ 3,900 人）を開催。【港北区役所・市民局】 

(3) 公認チームキャンプ地 
アイルランド代表が９月 21日及び 22日に関東学院大学のグラウンドで練習し、ラグビー部と交流。 
※スコットランド代表は台風により練習を中止 

(4) ホストシティパフォーマンス 
 ９月 21 日キックオフ前に、観客の皆様へのおもてなしとして、神奈川県バトン協会及び神奈川県マ 
ーチングバンド連盟による合同演技を披露。 
 
 

 
  
  
  
 

注目を集めた”Big Try” 

アイルランド代表と関東学院大学ラグビー部との交流 ホストシティパフォーマンス 
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 (5)  子ども招待 
ア ９月 21 日、22 日の試合に神奈川県下のジュニアラグビー選手を招待（771 人 含引率者 54 人）。 
 ※10 月 12 日、13 日に予定されていた福島県下のジュニアラグビー選手の招待及び交流会は、台風
の影響により中止。 

イ ソシエテ・ジェネラル(RWC2019 ワールドワイドパートナー)が、９か国・地域から子供たち約 100
人を招待。市立仲尾台中学校の生徒たちとの文化交流や準決勝(10/26)の観戦機会を提供。 

（6）パブリックビューイング 
各区公会堂等でパブリックビューイングを実施。【各区役所・経済局】 

 開催日 会場 対戦 来場者数 定員 
1 9/20（金） ブランチ横浜南部市場 日本 v ロシア 270 人 200 人 
2 9/20（金） 栄公会堂 日本 v ロシア 142 人 450 人 
3 9/22（日） 金沢区役所 アイルランド v スコットランド 30 人 50 人 
4 9/28（土） 金沢区役所 日本 v アイルランド 50 人 50 人 
5 10/5（土） 港南地区センター 日本 v サモア 90 人 100 人 
6 10/13（日） 金沢公会堂 日本 v スコットランド 596 人 596 人 
7  11/2（土）【決勝】 港北公会堂 南アフリカ v イングランド 350 人 500 人 
 合計   1,528 人  

(7) 学校給食を活用した PR 
   教育委員会と連携し、９月(ロシア)、10 月（イギリス）と大会出場国をイメージした学校給食を提供。 

加えて、献⽴の説明にラグビーを加えた「ぱくぱくだよりラグビー号外」の作成・全校児童への配布
やラグビー選手との交流を実施。【教育委員会・市民局】 

 
５ 開催期間中に生じた課題と対応                                            
 (1) 台風 19号への対応（10月 12日の試合及び 10月 12・13日のファンゾーンが中止） 
  ア 競技場及びラストマイル 

公園内の浸水対策や都市装飾の飛散防止などの事前対策を 
実施。10 月 13 日（日）は、早朝から場内エリア・場外観客 
ルートの安全確認、遊水地内通路・駐車場の洗浄・消毒等の 
復旧作業を実施し、試合の開催につなげた。 

 イ ファンゾーン 
ファンゾーンの映像装置や大型テントを一時撤去するなど、 

大雨強風対策を実施。当日は情報を把握できず来場された観客 
に応対するため、最寄り駅や会場にスタッフを配置したことで、大きな混乱なく対応。 

(2) ファンゾーン飲食物不足及び多数入場者対応 
初日は想定以上の来場者数となり、一部店舗において売切れが発生したが、２日目以降は想定数量を 

上方修正し、追加発注を行うことで大きな混乱なく運営。また、アクテビティ設置個所の移転や適切な
入場規制の運用により、事故等の発生を防止。 

(3) ゴミ回収 
来場者の路上での飲食に伴うゴミが、自動販売機横の空き缶入れ付近に大量に廃棄されたことから、

当初の回収方法（試合当日の午前６時及び翌日の午前６時に回収）に加え、試合開催中にも回収するこ
とで対応。 

 (4) 道路上の滞留 
   一部の観戦客がラストマイル上の特定店舗や車道に滞留し、歩行者及び車の動線を阻害する事態が生じ

たが、警察と連携して通行路を確保するなど、事故等の発生を防止。 

台風通過後の駐車場洗浄作業 


